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質
問　
香
里
ケ
丘
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
で
は
、
図
書
館
等
へ
の
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
や
、
香
里
ケ

丘
中
央
公
園
と
橋
で
つ
な
ぐ
な
ど

柔
軟
な
発
想
で
進
め
て
い
る
が
、

今
後
、
同
地
域
の
活
性
化
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

　
ま
た
、
王
仁
公
園
に
つ
い
て
は
、

Ｐ＊
１
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
民
間
活
力
の
導
入

を
含
め
、
再
整
備
が
検
討
さ
れ
る

段
階
に
あ
る
。
同
公
園
が
東
部
地

域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
起
爆

剤
に
な
る
よ
う
、
再
整
備
を
目
指

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
展

開
を
聞
く
。

答
弁　
香
里
ケ
丘
地
域
に
つ
い
て

は
、
本
市
と
指
定
管
理
者
が
連
携

し
、
図
書
館
等
の
運
営
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
商
業
施

設
、
地
域
等
と
協
力
し
て
に
ぎ
わ

い
や
ま
ち
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る

よ
う
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
王
仁
公
園
に
つ
い
て
は
、

幅
広
い
年
齢
層
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
公
園
と
し
て
、
民
間
活
力
の

活
用
を
視
野
に
入
れ
、
課
題
の
あ

る
施
設
の
再
整
備
に
よ
り
東
部
地

域
を
活
性
化
し
、
本
市
が
選
ば
れ

る
ま
ち
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

質
問　
人
口
減
少
が
進
む
中
、
持

続
可
能
な
自
治
体
運
営
を
進
め
る

た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
な
活
用

を
図
る
と
い
う
が
、
そ
の
取
り
組

み
を
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。　

　
例
え
ば
、
今
回
、
市
政
運
営
方

針
で
示
さ
れ
た
（
仮
称
）
健
康
福

祉
相
談
セ
ン
タ
ー
を
初
め
と
し
た

市
内
拠
点
整
備
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
を
検
討
す
る
上
で
、
本

市
が
目
指
す
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
弁　
市
内
拠
点
整
備
に
お
い
て

も
、
よ
り
効
率
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等

の
活
用
の
可
能
性
を
検
討
し
、
市

駅
周
辺
再
整
備
を
含
め
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
の
あ
り
方
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

市
民
生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
。

質
問　
市
駅
周
辺
再
整
備
に
お
け

る
③
街＊

２
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業

で
は
、
再
開
発
ビ
ル
に
お
い
て
市

駅
前
で
の
新
た
な
行
政
機
能
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
駅

直
結
の
場
所
で
多
岐
に
わ
た
る
手

続
を
取
り
扱
う
総
合
窓
口
機
能
の

充
実
に
力
点
を
置
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
見
解
を
聞
く
。

　
ま
た
、
市
駅
前
に
総
合
窓
口
を

設
置
し
た
場
合
、
こ
れ
を
踏
ま
え

て
新
庁
舎
の
位
置
や
規
模
等
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
自

治
体
に
対
応
で
き
る
か
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、

先
進
事
例
を
参
考
に
す
る
と
と
も

に
、
枚
方
消
防
署
の
老
朽
化
対
策

と
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　
市
駅
前
の
（
仮
称
）
市
民

窓
口
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
積
極

的
に
活
用
し
、
主
要
な
手
続
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
化
が
図
れ
る
総
合
窓

口
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、

市
駅
前
の
総
合
窓
口
機
能
等
を
踏

ま
え
、
⑤
街
区
で
ス
マ
ー
ト
自
治

体
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
機
能
や

規
模
を
検
討
し
て
い
く
。
あ
わ
せ

て
、
安
全
・
安
心
拠
点
と
し
て
の

機
能
が
よ
り
発
揮
で
き
る
よ
う
、

枚
方
消
防
署
の
老
朽
化
対
策
に
つ

い
て
、
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
と

連
携
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

〇 

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
、

早
急
に
18
歳
ま
で
拡
大
を

〇 

避
難
所
を
兼
ね
る
学
校
体
育
館

に
空
調
設
備
の
設
置
を

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
構
築
を

イ
メ
ー
ジ
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を

市
駅
前
の
総
合
窓
口
を
前
提
に

新
庁
舎
の
位
置
等
の
検
討
を

質
問　
③
街＊

２
区
の
ま
ち
づ
く
り
と

あ
わ
せ
て
、
新
た
な
行
政
機
能
の

充
実
や
新
庁
舎
整
備
基
本
構
想
等

の
策
定
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る

が
、
市
駅
前
に
お
け
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
ど
の
よ
う
な
機
能
が

必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ
の

転
換
を
図
る
中
で
、
ど
の
よ
う
な

新
庁
舎
の
整
備
を
目
指
す
の
か
。

　
な
お
、
新
庁
舎
は
長
き
に
わ
た

り
使
う
こ
と
を
考
慮
し
、
人
口
減

少
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
な
ど
、
今
後

の
社
会
情
勢
の
変
化
を
見
き
わ
め

て
検
討
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
基
本
構
想
等
の
策
定
に
お

い
て
は
、
施
設
の
耐
震
性
や
分
散

化
等
の
課
題
解
決
に
向
け
、
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
効
率
的
、

効
果
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
は
、
③
街
区
で
市
駅
前
の
立

地
を
生
か
し
た
子
育
て
支
援
や
図

書
館
、
市
民
窓
口
の
機
能
を
拡
充

す
る
ほ
か
、
民
間
施
設
と
も
連
携

す
る
こ
と
で
利
便
性
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
。

　
新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
高

い
耐
震
性
や
環
境
性
能
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
積
極
的
な
活
用
等
、
安
全
・
安

心
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
よ
り
発

揮
で
き
る
庁
舎
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
蹉
跎
西
幼
稚
園
の
閉
園
後

は
、
そ
の
施
設
を
活
用
し
て
待
機

児
童
用
保
育
室
を
開
設
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
が
、
南
部
地
域
に
１

カ
所
の
開
設
で
は
、
市
が
目
指
す

通
年
で
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現

は
難
し
い
と
考
え
る
。
他
の
地
域

に
同
保
育
室
を
設
置
す
る
の
か
。　

　
ま
た
、
保
育
料
は
ど
の
程
度
に

す
る
考
え
な
の
か
。

　
な
お
、
慢
性
的
な
保
育
士
不
足

も
問
題
で
あ
る
た
め
、
同
保
育
室

の
増
設
に
よ
る
量
的
拡
大
だ
け
で

な
く
、
保
育
士
確
保
の
対
策
を
講

じ
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
要
望
す
る
。

答
弁　
同
保
育
室
を
保
育
提
供
区

域
ご
と
に
設
置
す
る
予
定
で
、
ま

ず
は
、
待
機
児
童
の
多
い
南
部
に

設
置
し
、
他
の
地
域
に
お
い
て
も

４
年
度
中
に
設
置
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
、
早
期
に
通
年
で
の
待
機

児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

認
可
保
育
所
等
の
保
育
料
を
踏
ま

え
決
定
し
て
い
く
。

質
問　
今
回
、
機
構
改
革
で
健
康

や
福
祉
に
係
る
部
門
を
１
つ
の
部

署
に
す
る
と
い
う
が
、
市
民
か
ら

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
す
る

機
能
は
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
課
題
を
抱
え
て
い
て
も

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
で
き
な
い
よ
う
な

事
例
も
あ
る
と
考
え
る
が
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
等
の
支
援
を
行
う
の
か
。

　
な
お
、
健
康
、
福
祉
、
子
育
て
、

介
護
、
障
害
、
生
活
困
窮
に
関
し

て
は
、
１
つ
の
観
点
だ
け
の
対
応

で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
複
合
的
に

重
な
り
、
担
当
部
署
が
協
力
、
連

携
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

切
れ
目
な
い
支
援
を
進
め
る
観
点

か
ら
も
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
が

本
市
で
機
能
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
今
回
設
置
す
る
地
域
健
康

福
祉
室
に
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

生
活
困
窮
、
介
護
予
防
等
の
部
署

を
含
め
、
健
康
、
福
祉
に
係
る
広

い
範
囲
を
網
羅
す
る
こ
と
で
部
署

間
の
連
携
強
化
が
図
ら
れ
、
よ
り

適
切
な
対
応
が
可
能
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
同
室
は
、
健
康
や
福
祉

に
係
る
相
談
先
が
わ
か
ら
な
い
人

へ
の
対
応
、
複
合
的
な
課
題
を
抱

え
る
人
へ
の
訪
問
活
動
等
を
行
う
。

◆
そ
の
他
の
質
問

〇 

多
く
の
人
が
利
便
性
を
享
受
で

き
る
統
合
型
ア
プ
リ
の
導
入
を

〇 

人
口
減
少
時
代
を
見
据
え
、
公

共
施
設
の
集
約
、
複
合
化
を

待
機
児
童
用
保
育
室

開
設
地
域
の
拡
大
を

健康・福祉
子育てなど
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
で

複
合
的
課
題
に
対
応
を

有
あり

山
やま

正
まさ

信
のぶ

鍜
か

治
じ

谷
や

知
とも

宏
ひろ

市
長
の
市
政
運
営
方
針
に
対
し
て

　

２
月
26
日
の
本
会
議
冒
頭
、
伏
見
市
長
は
、
令
和
２
年
度
の
市
政
運
営

方
針
を
説
明
し
ま
し
た
（
内
容
は
下
欄
参
照
）。
こ
れ
に
対
し
、
各
会
派

を
代
表
す
る
５
人
の
議
員
が
、
３
月
４
日
・
５
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て

代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

※ 

質
問
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
３
項
目
を
選
定
し
、
要
約
し

て
掲
載
し
て
い
る
た
め
、
実
際
の
発
言
口
調
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

※ 

会
派
名
等
は
発
言
当
時
の
も
の
で
す
。

５
会
派
が

代
表
質
問

録画映像は
こちらから

香
里
ケ
丘
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
は

山　口　　　勤
有　山　正　信
上　野　尚　子
大　地　正　広
藤　田　幸　久
丹　生　真　人
田　中　優　子
一　原　明　美

公 明 党
議 員 団

人
口
減
少
な
ど
の
社
会
情
勢
を

見
き
わ
め
な
が
ら
新
庁
舎
整
備
を

岩　本　優　祐
妹　尾　正　信
鍜治谷　知　宏
泉　　　大　介
岡　市　栄次郎
門　川　紘　幸
小　池　晶　子

大 阪 維 新 の 会
枚方市議会議員団

伏見市長の市政運営方針（抜粋）
令和２年度の取り組み方針

　昨年９月に２期目の任期が始まり、令和２年度は、
これまで具体化を進めてきた子育て支援や学校教育、
高齢者施策等を形ある成果で示すことにより、「枚方は
良くなっている」と市民が実感できるよう取り組む。
　また、市民の視点に立って、組織や仕事の進め方の
最適化を図るとともに、プロジェクト型組織への意欲
ある職員の登用や、挑戦に対する評価の仕組みづくり
など、組織と人事の両面から市役所改革を行う。
　なお、新型コロナウイルスの感染が拡大し、市民の
健康が危惧される事象が生じたことを受け、感染症や
自然災害等の危機事象に対し、安全で安心な市民生活
が送れるよう取り組んでいく。

８つの分野の重点施策
（１）子育て環境の充実
 令和２年度末に閉園予定の蹉跎西幼稚園
の施設を活用する「待機児童用保育室」
の開設など、通年の待機児童ゼロの早期
実現を目指す。
 本市独自の第２子以降の保育料無償化を実現し、多
子世帯の負担軽減を図る。
 「（仮称）子どもを守る条例」を制定し、子ども自身
の主体性を育むとともに、社会全体で子どもたちの
成長を支える環境を整備する。
 空き家の有効活用や住宅の耐震化、また、若者夫婦
世帯や子育て世帯に対し、空き家の建てかえやリ
フォームに要する費用の一部を助成する。

（２）教育環境の充実
 プログラミング教育等のＩＣＴ教育を通
じて、子どもの「主体的・対話的で深い
学び」の実現に努める。また、教員を対
象とするＩＣＴ研修等を通じて教員の授業力の向上
を図る。
 中学校給食の課題整理等を行うため、モデル校の全
生徒を対象に短期間の試験実施を行う。
 全学校園のトイレを令和５年度までに洋式化する。
 空調設備等の整備や維持管理について、学習環境整
備ＰＦＩ事業を検証するとともに、学校体育館への
空調設備の設置を検討する。

（３）魅力ある都市基盤の整備
 市駅周辺再整備事業では、都市再生緊急
整備地域の指定に伴うメリットを広く周
知し、民間投資を促進する。また、③街
区での市街地再開発事業について、地権者を初め国・
府等との連携、協力のもと魅力的な広域中心拠点の
形成を図るとともに、新庁舎整備を含む再整備全体
の具体化に向けた計画の策定に取り組む。
 総合文化芸術センターの令和３年開館に向けて着実
に工事を進める。
 市内の渋滞緩和や防災機能の強化等に向け、都市計
画道路の整備を計画的に進める。
 香里ケ丘図書館をリニューアルオープンすることに
より、香里ケ丘地区の新たな魅力を創出する。また、
同図書館と香里ケ丘中央公園みどりの広場の魅力向
上に向けて一体整備・運営を行う。

 王仁公園にパークマネジメントの考え方を取り入
れ、民間活力の活用を含めた基本方針を策定する。

（４）産業・観光の活性化
 淀川舟運乗船体験や枚方宿の歴史的なま
ちなみ等の地域資源を活用し、国・他自治
体と連携して地域のにぎわいを創出する。
 農業振興地域である東部地域の特性を生かした事業
の具体化に取り組む。

（５）安全・安心のまちづくり
 「自助」「共助」を核とする地域防災力
の底上げに向けた体制づくりや、住民に
よる地区防災計画の策定支援に取り組む。
 老朽化の進む自治会館の建設助成制度の見直しに向
けて検討を進める。
 防犯カメラについて、老朽化対策として機器を更新
するとともに、通学路等の安全強化として25台を増
設する。

（６）健康・福祉のまちづくり
 高齢者お出かけ推進事業について、ポイ
ント付与の対象となる「高齢者居場所」
の拡充や、ポイントのタクシークーポン
への交換を追加する。
 令和３年度に移転予定の新医師会館内に枚方休日急
病診療所等の初期救急医療を整備、集約することに
あわせ、隣接する市立ひらかた病院の二次救急医療
との連携強化等を図る。
 地域共生社会の実現に向け、総合的、横断的な施策
展開を行うため、庁内の組織体制を改編し、健康、
福祉等の複合する課題に関する相談等にワンストッ
プで対応できる窓口を開設する。
 重度障害者支援の充実を図るため、日常生活用具の
給付要件等を見直す。

（７） 多様な生活・社会の課題解決に取り組む
まちづくり

 ＬＧＢＴなど性的マイノリティーの支援
について、パートナーシップ宣誓制度に
より活用できる施策の拡充等に取り組む。
 平和のとうとさを若い世代に伝えるため、啓発を行う。
 使い捨てプラスチックごみの削減やポイ捨てゼロに
向けた取り組みを初め、「誰一人取り残さない」と
いう理念のもと17の目標を掲げるＳＤＧｓ（持続可
能な開発目標）について、施策との関連づけや市民
参加のワークショップによる目標設定等に取り組む。

（８）行財政改革
 市民サービスの向上に向け、窓口支援シ
ステム等を導入するとともに、ＡＩなど
のＩＣＴを活用し、効率的な業務を行う
スマート自治体への転換を図る。
 オンラインサービスの向上に向け、プッシュ通信や
緊急情報発信など便利な機能を搭載する統合型アプ
リの導入に取り組む。
 市立ひらかた病院の経営の効率化を図るとともに、
公的医療機関としての最適なあり方を検証する。
 インターネットの普及など情報伝達手段の多様化を
踏まえ、エフエムひらかたへの放送委託を抜本的に
見直す。

総
合
的
な
過
疎
対
策
の
充
実
、
強
化
を

求
め
る
意
見
書

国
会
及
び
政
府
は
、
総
合
的
な
過
疎
対
策
の

充
実
、
強
化
に
向
け
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ

う
強
く
求
め
ま
す
。

　
　
　

記

１
．
現
行
の
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
が

令
和
３
年
３
月
末
で
失
効
す
る
た
め
、
新
た
な

過
疎
対
策
法
を
制
定
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
過

疎
地
域
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
第
33
条

に
規
定
す
る
い
わ
ゆ
る
み
な
し
過
疎
と
一
部
過

疎
を
含
め
た
現
行
過
疎
地
域
を
継
続
し
て
対
象

と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
過
疎
地
域
の

特
性
を
的
確
に
反
映
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

２
．
過
疎
地
域
に
お
い
て
特
に
深
刻
な
人
口
減
少

と
高
齢
化
に
対
処
す
る
た
め
、
産
業
振
興
、
雇

用
拡
大
、
子
育
て
支
援
等
の
施
策
を
推
進
す
る

こ
と
。

３
．
過
疎
地
域
の
住
民
が
安
全
、
安
心
に
暮
ら
せ

る
よ
う
、
広
域
的
な
事
業
に
よ
る
対
応
を
含

め
、
医
療
や
公
共
交
通
の
確
保
、
教
育
環
境
の

整
備
等
を
推
進
す
る
こ
と
。

４
．
過
疎
地
域
に
お
い
て
も
高
度
通
信
等
社
会
の

恩
恵
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
情
報
通
信
基
盤
の

整
備
を
促
進
し
、
必
要
な
財
政
支
援
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉 

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

可
決
し
た
意
見
書
（
要
旨
）

議
会
は
、
３
月
27
日
の
本
会
議
で
、
５
件
の
意

見
書
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

意
見
書
と
は
…
市
の
公
益
（
市
民
の
日
常
生
活

に
か
か
わ
る
公
共
の
利
益
）
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
、
議
会
の
意
思
と
し
て
議
決
し
、
国
会
ま
た

は
関
係
行
政
機
関
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

指定管理者制度が導入される香里ケ丘図書館

再整備が検討される⑤街区
（写真は市役所分館や官公庁団地など）
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